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こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま

し
て
、
上
球
磨
消
防
組
合
の
第
15
代
消

防
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
と
与
え
ら
れ
た
課
題
の
大
き
さ
に
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
当
組
合
の

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
も
、
格
別
の

ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
組
合
も
開
設
か
ら
46
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
地
域
の
消
防
防

災
の
活
動
拠
点
と
な
り
ま
す
、
消
防
本

部
・
消
防
署
の
庁
舎
及
び
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
が
完
成
を
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
災
害
を
顧
み
ま
す
と
、

８
月
に
九
州
北
部
地
方
で
発
生
し
ま
し

た
前
線
に
伴
う
大
雨
、
９
月
、
10
月
に

台
風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
人
命
を
脅
か
す
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に

京
都
市
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

で
発
生
し
た
放
火
に
よ
る
火
災
で
は
、

多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
10
月
に
は
世
界
遺
産
で
あ
り
ま
す
、

沖
縄
県
那
覇
市
の
首
里
城
で
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
が
焼
失

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
各
地
で

様
々
な
災
害
が
発
生
し
た
１
年
で
し
た
。

　

幸
い
に
も
当
管
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

近
年
大
規
模
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
に
よ

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
１
程
度
の
地

震
が
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
自
然
災
害
、
ま
た
高
齢
化
に
伴
い
増

え
続
け
る
救
急
出
動
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
、
住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
住
民
の
皆
様
方
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員

が
一
致
団
結
し
て
職
務
に
邁
進
す
る
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

連
日
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
昨
年
12

月
に
中
国
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

現
在
で
は
日
本
を
含
め
世
界
各
地
で
感
染

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

発
熱
（
37
・
５
度
以
上
が
４
日
以
上
続

く
）、
強
い
倦
怠
感
、
息
苦
し
さ
の
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
の
医
療
機
関
受

診
を
控
え
、「
か
か
り
つ
け
等
医
療
機
関
」、

ま
た
は
、「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
」
に
相
談
し
、
指
示
を
受
け
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

　

３
つ
の
密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、

密
接
場
面
）
を
避
け
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や

手
洗
い
を
徹
底
し
、
感
染
症
対
策
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

救
急
隊
員
は
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

写
真
の
よ
う
な
装
備
で
出
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
救
急
隊
員
の
感
染
を
防
ぐ
こ

と
で
、
住
民
の
皆
様
へ
の
感
染
防
止
に
繋

が
り
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
の
感
染
に
よ
る

救
急
出
動
体
制
及
び
消
防
力
の
低
下
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
写
真
の
よ
う
な
装
備
で
の
救
急

活
動
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
対
応
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

現
場
に
遭
遇
し
て
も
、
む
や
み
な
情
報
の

発
信
を
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 
就
任
の
ご
挨
拶

消
防
長　

高
た
か
ば
た
け畠　

浩ひ
ろ
の
り典

感
染
拡
大
中
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

《
救
急
隊
員
の
装
備
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ゴ
ー
グ
ル
、マ
ス
ク
、

感
染
防
止
衣
、シ
ュ
ー
ズ
カ
バ
ー
、手
袋
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財政事情の公表
上球磨消防組合公告第１号
　地方自治法第243条の３第１項及び上球磨消防組合財政事情の公表に関する条例の規定により、財政事情を次のとおり公表
する。

令和2年1月6日　　　　　　　上球磨消防組合　組合長　吉　瀬　浩　一　郎　　
１．平成30年度歳入歳出決算状況
（１）　歳　入

款　　別
予算現額 収　入　済　額（Ｄ） 差引残高

（Ｃ）-（Ｄ）
収入率
（％）予算額（Ａ） 補正額等

（Ｂ）
計（（Ａ）+（Ｂ））
（Ｃ） ４～６月 ７～９月 10～12月 １～５月 計

１．分担金及び負担金 668,956 △ 14,869 654,087 262,443 175,474 230,839 △ 14,610 654,146 △ 59 100.0%
２．使用料及び手数料 150 0 150 127 79 109 29 344 △ 194 229.3%
３．国 庫 支 出 金 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0.0%
４．県 支 出 金 169 0 169 0 0 0 208 208 △ 39 123.1%
５．財 産 収 入 17 0 17 0 0 0 18 18 △ 1 105.9%
６．寄 付 金 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0.0%
７．繰 入 金 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0.0%
８．繰 越 金 3,000 5,148 8,148 5,430 0 0 2,718 8,148 0 100.0%
９．諸 収 入 105 0 105 1 28 8 294 331 △ 226 315.2%
10．組 合 債 960,600 0 960,600 0 0 0 287,200 287,200 673,400 29.9%
歳　入　合　計 1,633,000 △ 9,721 1,623,279 268,001 175,581 230,956 275,857 950,395 672,884 58.5%

（２）　歳　出

款　　別
予算現額 支　出　済　額（Ｄ） 差引残高

（Ｃ）-（Ｄ）
支出率
（％）予算額（Ａ） 補正額等

（Ｂ）
計（（Ａ）+（Ｂ））
（Ｃ） ４～６月 ７～９月 10～12月 １～５月 計

１．議 会 費 568 0 568 21 116 23 297 457 111 80.5%
２．総 務 費 25,980 0 25,980 5,067 4,592 5,908 8,303 23,870 2,110 91.9%
３．消 防 費 1,541,328 △ 8,774 1,532,554 130,209 377,147 136,546 106,397 750,299 782,255 49.0%
４．公 債 費 63,981 △ 947 63,034 0 31,263 0 31,770 63,033 1 100.0%
５．諸 支 出 金 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0.0%
６．予 備 費 1,142 0 1,142 0 0 0 0 0 1,142 0.0%
歳　出　合　計 1,633,000 △ 9,721 1,623,279 135,297 413,118 142,477 146,767 837,659 785,620 51.6%

（３）　歳入歳出決算額

区　　分 歳入総額
（Ａ）

歳出総額
（Ｂ）

歳入歳出差引額
（Ａ）-（Ｂ）＝（Ｃ）

翌年度繰越額
（Ｄ）

実質収支額
（Ｃ）-（Ｄ）

金　　額 950,395 837,659 112,736 99,500 13,236

2．令和元年度予算執行状況（平成31年４月１日～令和元年９月30日）
（１）　歳　入

款　　別
予算現額 収　入　済　額（Ｄ 差引残高

（Ｃ）-（Ｄ）
収入率
（％）予算額（Ａ） 補正額等

（Ｂ）
計（（Ａ）+（Ｂ））
（Ｃ） ４～６月 ７～９月 計

１．分担金及び負担金 574,094 0 574,094 260,495 176,751 437,246 136,848 76.2%
２．使用料及び手数料 150 0 150 11 88 99 51 66.0%
３．国 庫 支 出 金 1 0 1 0 0 0 1 0.0%
４．県 支 出 金 169 0 169 0 0 0 169 0.0%
５．財 産 収 入 18 0 18 0 0 0 18 0.0%
６．寄 付 金 1 0 1 0 0 0 1 0.0%
７．繰 入 金 1 0 1 0 0 0 1 0.0%
８．繰 越 金 3,000 99,500 102,500 102,500 0 102,500 0 100.0%
９．諸 収 入 5,566 0 5,566 0 437 437 5,129 7.9%
10．組 合 債 187,000 673,400 860,400 0 396,100 396,100 464,300 46.0%
歳　入　合　計 770,000 772,900 1,542,900 363,006 573,376 936,382 606,518 60.7%

（２）　歳　出

款　　別
予算現額 支　出　済　額（Ｄ） 差引残高

（Ｃ）-（Ｄ）
支出率
（％）予算額（Ａ） 補正額等

（Ｂ）
計（（Ａ）+（Ｂ））
（Ｃ） ４～６月 ７～９月 計

１．議 会 費 953 0 953 22 0 22 931 2.3%
２．総 務 費 29,641 0 29,641 3,735 5,273 9,008 20,633 30.4%
３．消 防 費 671,872 772,900 1,444,772 135,156 519,248 654,404 790,368 45.3%
４．公 債 費 66,935 0 66,935 0 31,621 31,621 35,314 47.2%
５．諸 支 出 金 1 0 1 0 0 0 1 0.0%
６．予 備 費 598 0 598 0 0 0 598 0.0%
歳　出　合　計 770,000 772,900 1,542,900 138,913 556,142 695,055 847,845 45.0%

３．組合財産の状況
種類 数　　　　　　量　　　　　　等
土地 上球磨消防本部消防署　8,798.40㎡　　東分署　1,698.00㎡　江代基地局　88.00㎡
建物 本部庁舎　1,670.43㎡　車庫　575.29㎡　東分署　251.24㎡

車両 指揮車、ポンプ１号車、ポンプ２号車、ポンプ３号車（予備車）、救助工作車、救急１号車、救急２号車、救急３号車（予備車）、マイクロバス、資機
材搬送車、事務連絡車、広報１号車、広報２号車、事務車、東ポンプ車、東救急車

４．公債現在高の状況

借入先 平成30年度
末現在高

令和元年度
発行予定額

令和元年度
償還元金 差引現在高

地方公共団体金融機構 675,013 860,400 62,486 1,472,927
合　計 675,013 860,400 62,486 1,472,927

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）５．一時借入金残高の状況
令和元年11月末日現在、一時借入金額現在高 0
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文化財防火訓練

城南ブロック消防本部 救急総合シミュレーション演習に参加救急総合シミュレーション演習に参加

昭和30年の第１回文化財防火デー以来、
毎年１月26日を中心に、文化庁、消防庁、

教育委員会、文化財所有者、地域住民、消防署
等が連携・協力して、全国で文化財防火運動を
展開しています。
　管内でも令和２年１月 26日に八勝寺（湯前
町）と小川薬師堂（多良木町）、２月２日に茂間
ケ崎水神社（水上村）で防火訓練が行われました。
　この訓練には、地元消防団や近隣住民の方が
参加され、消火器による消火訓練や消防団によ
る放水訓練が行われました。
　毎年このような訓練を実施することで、文化
財を大切にし、また予防消防へ繋がることを願
います。

令和２年１月28日、人吉下球磨消
防組合中央消防署にて、令和元

年度城南ブロック消防本部救急総合シ
ミュレーション演習が開催されました。
当消防本部からも救急隊員３名と、想
定付与者及び傷病者役各１名が参加し
ました。
　救急活動のレベルアップを図るため、
毎年開催されており、内因性・外因性
のシナリオに対し、実際の救急現場同
様の活動を実施し、活動内容の検討な
どを行います。
　日ごろの訓練とは違った緊張感があ
り、他消防本部の活動の様子を見るこ
とで、よい刺激を受けました。
　今後も、適切かつ迅速な救急業務を
実施できるよう、訓練に励みます。

演習の様子①

地元消防団による放水訓練：八勝寺

演習の様子②
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くま川鉄道合同訓練

令和２年３月１８日にくま川鉄道株式会社
と当消防本部との合同訓練を実施しまし

た。今回の訓練は、列車事故時の対応・連携強
化を目的に、列車内に取り残された重篤な負傷
者の救助や状況確認、列車の安全確保など、救
助隊・救急隊各隊の動きや必要な情報を共有す
ることができた有意義なものとなりました。
　また、訓練終了後、くま川鉄道株式会社の整
備士から車両についての研修を受け、仕組みや
構造を理解できましたので、様々な事故に対し
て、安全・確実・迅速に対応していきます。
　今後も各関係機関との連携強化に努め、有事
の際の訓練に専心します。

　１１９番通報があった際に、標記のような
問い合わせやお願いがよくあります。
　しかし、救急や火災などがあった場合に出
動する緊急車両は「サイレンを鳴らさずに走
行することができません！」
　理由は、国が定める法律で「道路交通法施
行令」というものがあるからです。その中に「緊
急の用務のため運転するときは、サイレンを
鳴らし、かつ、赤色の警光灯をつけなければ
ならない」と定められています。また、事故
防止にもつながります。
　いち早く安全に現場に到着するために、地
域住民の方々のご理解とご協力をよろしくお
願いします。
・道路交通法施行令第13条（緊急自動車）
・道路交通法施行令第14条（緊急自動車の要
　件）

　当消防本部の通信指令台には、「統合型位置
情報システム」を導入しています。
　このシステムは、固定電話からの１１９番
通報を受信した際に、ＮＴＴに登録してある
住所をもとに瞬時に現場を特定するものです。
　しかし、当消防本部で登録してある住所と
ＮＴＴの住所が合致しない場合は、現場が正
確に表示されません。
　そのため、合致しない住所については住民
の方に内容を説明し、正確な住所をお尋ねす
る場合があります。
　また、新しく家が建ち住
所がこちらで把握できてい
ない場合も、職員が訪問し、
同様にお尋ねする場合があ
ります。
　火災、救急時に１秒でも
早く到着できるようにご協
力をお願いします。

現場にいち早く

到着するために

サイレンを鳴らさずに

来ることができますか？
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　当消防本部管内で刈草（芝草）を処分するため、
集積場に軽トラック荷台から刈草を下ろし終わっ
てから数十分後に火災になった事案が発生しまし
た。実証実験の結果、軽トラック排気口から出た
熱風により、刈草が熱せられ発火することが判明
しました。
　これから草刈りをする機会が多くなりますので、
車の排気口、エンジン等の熱源となりうるものに
は堆積した刈草を近づけないよう注意して下さい。

火の用心！刈り草（芝草）等
の処分にご注意下さい!!

2019年（１月～12月）
火災発生状況について

昨年の救急件数

町村別出動件数
検証時の写真

　2019年（１月～12月）上球磨管内における火
災総件数は16件でした。前年の25件からすると
９件の減となりました。
　火災発生町村・火災種別については以下の通
りです。

建物
火災

車両
火災

林野
火災 その他 計

多良木町 ５ ０ １ ２ ８
あさぎり町 ４ １ ０ ２ ７
湯前町 ０ ０ ０ １ １
水上村 ０ ０ ０ ０ ０

　出動件数
　　1567件（＋99）
　搬送人員
　　1485人（＋103）
　　　　　※（　）内前年比

　多良木町　　　５５７件
　湯前町　　　　１８７件
　水上村　　　　１４６件
　あさぎり町　　６７６件
　宮崎県椎葉村　　　１件

ガソリン等を購入される皆様へ

　令和２年２月１日からガソリンの適正な使用を徹底するた

め、ガソリンを携行缶で購入する方に対して、

①本人確認（運転免許証等の提示）
②使用目的の確認
を行うことが義務付けられました。また、販売店においては、

③販売記録の作成
が必要になりました。

　容器入りのガソリン等を合計10リットル以上購入する際

にも同様の本人確認を行っていただきますよう皆様のご理解

とご協力をお願いいたします。

（件）


